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課程 専攻 コース 課程 専攻 コース 領域
入学
定員

学校組織マネジメントコース 学校組織マネジメント

学習指導コース 学級づくり・特別活動マネジメント

生徒指導コース ESDマネジメント

特別支援教育コース 教育情報化マネジメント

生徒指導・学校カウンセリング

幼年教育

インクルーシブ教育

言語・社会科学

理数・生活科学

芸術・保健体育

課程 専攻 専修 課程 専修
入学
定員

教育・心理

発達教育臨床

国語教育・日本語日本文化教育

社会科教育

数学教育

理科教育（文化財科学を含む）

音楽教育

造形表現（美術・書道）・伝統文化教育

保健体育

英語教育（異文化理解を含む）

生活科学教育

伝統文化（書道を含む）教育・国際理解教育 20

教科教育専攻 36

修士課程

人間発達専攻 9

45 修士課程 伝統文化教育・国際理解教育専攻

50
教育発達支援コース

教科教育コース

入学
定員

専攻

令和４年度　大学院教育学研究科（修士課程・専門職学位課程）の改組計画

令和２年度 現在 令和４年４月

入学
定員

専門職学位課程 教職開発専攻 25 専門職学位課程 教職開発専攻

学校教育マネジメントコース
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学位研究報告書
DPに即し、各授業、実習、課題研究、その他（教育課程外での活動等）によって、2年間で⾝に付けた資質・能⼒を、根拠をもって客観的に報告する。

専⾨職学位課程 教職開発専攻 学修と成⻑のプロセス
⾼度な専⾨性と実践⼒を兼ね備えた教員

共通五領域（16単位） 学校教育の基本的な課題について理論的な視座から学び、優れた教員に求められる資質・能⼒の基盤となる知識を主に学ぶ。

理論と実践の往還

AP

■ 学部・大学院出⾝者
研究を通して、以下のいずれかを⾝に付けたいという目的を持つ人を求めます。
・学級経営、ESD（持続可能な開発のための教育）、ICTに関わる⾼度な実践⼒
・⽣徒指導、学校カウンセリング、幼年教育、インクルーシブ教育に関わる⾼度な実践⼒
・教科等指導に関わる⾼度な実践⼒

■ 現職教員
研究を通して、以下のいずれかを⾝に付け、学校や地域、教育⾏政において指導的役割を果たした
いという目的を持つ人を求めます。
・学校経営、学級経営、ESD（持続可能な開発のための教育）、ICTについて学校全体を牽引す
ることができる⾼度な実践⼒
・⽣徒指導、学校カウンセリング、幼年教育、インクルーシブ教育について学校（保育所、こども園を
含む）全体を牽引することができる⾼度な実践⼒
・教科等研究を推進することができる⾼度な実践⼒

履修指導 求める教師像・⾝に付けたい資質・能⼒の明確化 ⇒ 「学びの3コース」から選択 ⇒ 履修科目の決定

実習科目（10単位以上）

■現職教員
・「課題解決実習」（必修）
・「課題探求実習」は免除可能
・「へき地学校実習」（選択）

■ストレート
・「課題探求実習」（必修）
・「課題解決実習」（必修）
・「へき地学校実習」（選択）

演習科目（4単位以上）
⾝に付けたい資質・能⼒に基づき選択

コース対応専⾨科目（12単位以上）

自分が選択した「学びの３コース」の配置科目
から選択

それ以外の配置科目から、⾝に付けたい資質
・能⼒に基づき選択

課題研究（４単位）

・教育学、教科内容（教科や教材開発に関わ
る専門等）、教科教育、教育実践（院⽣自
⾝の実践を研究対象として⾏ったものでもよい）
等、院⽣が取り組みたいテーマについて研究を⾏
い、ゼミ形式で指導する。

・理論と実践の架橋・往還ができる教育実践⼒
を⾝に付けるために⾏う。

理
論
と
実
践
の
往
還

理
論
と
実
践
の
往
還

特
支
専
免

学
校
心
理
士

学士課程や教育現場、社会等で⾝に付けた教員としての基礎的な資質・能⼒に加え、取り組みたい課題を明確かつ具体的に持ち、「持続可能な社会づくりの担い⼿」を育成する教員
として学び続ける意欲を持つ人を求めます。
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専⾨職学位課程 教職開発専攻 履修指導の概要
「持続可能な社会づくりの担い⼿」を育成できる⾼度な専⾨性と実践⼒を兼ね備えた教員

APに即して入学者選抜→受け入れ

・特色・カリキュラム・AP等の説明
・授業（すべて公開）や各種発表会等への参加① 大学院説明会等における入学前アドバイス 入学希望者

「４年プロ」
院⽣

「３年プロ」
院⽣

現職教員
院⽣

「奈良県特例措置」
院⽣

それ以外の
院⽣

「特支３年プロ」
院⽣

②
入
学
時

履
修
指
導

③
在
学
中
履
修
指
導

・勤務の実態に即し、履修計画のアドバイス（２年次）

・「求める教師像」と「⾝に付けたい資質・能⼒」、研究の進捗を確認し、必要に応じて履修コース、ゼミ担当の変更の実施（1年次）

・ゼミ担当教員を配置
・「求める教師像」と「⾝に付けたい資質・能⼒」明確化のための指導
・履修モデルを提⽰し、履修コースの決定と履修計画作成のアドバイス
・「奈良県特例措置」院⽣に対しては、初任研免除分に相当する学
修についてのガイダンス

・「4年プロ」「3年プロ」「特支3年プロ」担当教員を配置
・学部科目の履修指導
・教職大学院年間⾏事予定のガイダンス

・ゼミ担当教員を配置
・「求める教師像」と「⾝に付けたい資質・能⼒」明確化のため
の指導
・履修モデルを提⽰し、履修コースの決定と履修計画作成のア
ドバイス
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【本件問い合わせ先】
〇入学試験に関すること

入試課入学試験担当
電話 ：0742－27－9126 E-mail：nyuusi@nara-edu.ac.jp

〇教育内容に関すること
教務課大学院担当
電話 ：0742－27－9322 E-mail：kyoumu@nara-edu.ac.jp 

令和2年7月 奈良教育大学

奈良教育大学 教職大学院 に

奈良県教員採用試験合格者のための「特例措置」ができました！

【教職大学院HP】
https://spde.nara-edu.ac.jp/

〇学力検査日：［11月募集］令和２年１１月８日（日）
※詳細については、「令和３年度学生募集要項」を参照してください。

教職大学院に合格し、入学すると…

奈良県教員採用試験（小学校及び特別支援学校）合格者は…

・教職大学院の入試（11月募集・一般選抜）を、個人⾯接及び⼩論⽂のみで受験できます。
（グループ討論と模擬授業を免除します）

・9月募集の入試で合格し、この特例措置を受けたい⽅は、11月募集の入試を受ける必要は
ありません。

・勤務校を離れることなく、大学院の指導が受けられます。

・給与を受けながら、1年目の授業料を納入することもできます。

２年目は…

・1年目は、採⽤が留保されて教職大学院で学び、 2年目に正式採⽤となります。

・2年目の授業料は免除されます。1年目の授業料は、2年目に納入することもできます。

・1年目は、奈良県内の教育を深く知り、初任者としての自信をつけることができます。

・2年間を通し、初任者として必要な⼒量を⾝に付けることができます。

・奈良県の喫緊の課題に対応できる⼒量形成のため、特別なプログラムを履修できます。

・修了すると、教職修士（専門職）の学位が授与されます。
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「ICT 活用指導力・情報教育実践力養成特別ゼミ」（ICT 特別ゼミ）概要 
（担当：   ） 

 
1．目的 
 奈良県教育における喫緊の課題の一つにあげられている小学校や特別支援学校における
ICT・情報教育に焦点化して、アフターコロナにおける GIGA スクール構想の実現とこれか
らの学校 ICT 環境を踏まえ、授業実践力の向上を図るとともに高度な教育実践力を養う。 
 
2．対象 
 奈良県小学校及び特別支援学校教員採用試験合格者特例利用入学者のうち、上記 1 の目
的に示す授業実践力及び教育実践力の習得を希望し、修了後、学校や地域の ICT・情報教育
の充実・発展に貢献する意思をもっている者。なお、奈良県小学校及び特別支援学校教員採
用試験合格者特例利用入学者以外でも、上記 1 の目的に示す授業実践力及び教育実践力の
習得を目指す学部卒院生や現職院生の参加を妨げるものではない。 
 
3．習得が期待できる力量 
① 奈良県小学校等における、これからの教育現場に最適な ICT 環境を実現するために必

要となる教育情報システムを理解し、様々な形で活用することができる。 
② クラウドを利用して協働学習を促進するオンライン教育システムである「G Suite for 

Education」を活用し、児童生徒の主体性を引き出し、より協力して学びを深め合うこ
とができる教育内容を構築することができる。 

③ ICT 環境を用いた、授業における教材や資料の作成等における効果的な学習管理、児
童・生徒や保護者、教員等、校内外での円滑なコミュニケーションを図るための方策を
身に付けることができる。 

④ 児童生徒への情報活用能力を育成するための ICT 環境の活用方法を理解し、効果的に
指導することができる。 

⑤ 児童生徒への支援や学級経営において、ICT 環境を活用した教育相談や学習支援等、
効果的な教育支援を行うことができる。 

⑥ 公務遂行上必要となる会議や授業の予定等、様々な校務管理を行うための ICT 環境を
用いた管理方法を理解し、効果的に活用すると共に、学校 ICT 環境の整備を行うこと
ができる。 

⑦ 理数教育等、ICT 環境を用いることにより効果的に学習指導することができる教科に
ついて、指導案や教材等、様々なコンテンツを開発し、活用することができる。 

 
 
4．ゼミ単位での活動（例） 
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  ICT 活用を実践している学校現場への訪問、実習、授業観察、授業補助等 
  担当者による定期的な指導（週 1 回程度） 
  ICT 環境を用いた模擬授業や活動実践等の発表 
  教科別指導案の作成及び各教科別学習指導コンテンツの開発・共有 
  県教育委員会や教育研究所との連携による現職教員に対する ICT 関連研修への参加 
 
5．備考 
  特例利用入学者の 2 年目（採用時）は、教職大学院の教員による赴任校への定期的な訪

問（月 2 回程度）指導を行う。 
  G Suite for Education を活用することによる習得内容の具体 
 ・授業の教材や資料の作成・・・ドキュメント、スプレッドシート、スライド、フォーム 
 ・ファイル管理・・・ドライブ 
 ・課題配布や成績一覧の作成・・・Classroom 
 ・校内外の円滑なコミュニケーション・・・Gmail、チャット 
 ・校務管理の効率化・・・カレンダー 
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小学校外国語教育実践力養成ゼミ（小学校外国語ゼミ） 
（担当：   ） 

 

１．目的：奈良県教育における喫緊の課題の一つに挙げられている小学校外国語教育に焦点
化し、初任、現職教員を対象に高度な教育実践力を養う。 

 

２．対象：（小学校）外国語教育を研究テーマとし、修了後、学校・地域の小学校外国語教
育の充実・発展に貢献する意志をもっている学部卒院生及び現職教員院生。ただし、必
ずしも学部等で外国語教育を専門的に学んでいる必要はない。 

 

３．修得が期待できる力量： 

（１） 言語学、国際理解教育、言語習得論、外国語教授法等の理論に基づき、小学校 6 年
間及び中学校・高等学校との連続性を意識しながら、小学校外国語活動・外国語科の基
本的な指導計画を立てることができる。（その際、学習指導要領だけでなく、児童や地
域・学校（人材を含む）の状況、学校教育目標、他教科等との連携を踏まえながら、年
度ごとに複数の計画案を用意できるようにする。） 

（２） 外国語授業の指導体制（学級担任、担任＋ALT、外国語専科、担任＋外部人材等）
に応じて多様な指導案を作成し、TT の場合は補助者と連携を取りながら、授業を実践
できる。 

（３） 既成の教材に加えて、あるいはそれらを応用して、児童の実態に合う独自の教材を
開発し、それを効果的に使うことができる。 

（４） 指導計画、指導案、学習評価、教材の意義や使い方を管理職や同僚教員に説明する
ことができる。 

（５） 外国語に関する職員研修を計画、運営（講師等含む）することができる。 

（６） 主に目標言語を用いて授業を行うことができる程度の言語運用能力を身に付けて
いる。 

 

４．ゼミ単位での活動（例） 

・ 前田、吉村合同ゼミ（原則として週２回程度）・・・第二言語習得理論、外国語教授法、   
国際理解教育、言語学等の理論研究、国内・海外の初等外国語教育の事例研究、年間指
導計画・学習指導案の作成、模擬授業及び授業検討会の実施、個人の課題研究指導 

・ 実習は外国語活動・外国語科に積極的に取り組んでいる学校に限定（椿井、都祁、曽爾
等） 

・ 実習以外にも定期的に多様な小・中・高等学校（⻘翔中高、国際高校、⼥⼦大附属など）
を訪問し、授業観察、許可がもらえるなら授業実践・補助的参加 

・ 本学への留学生、県内の小学校外国語専科教員、ALT との交流 
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・ 関連学会等への必須参加（2 年目は発表） 

・ 希望者は海外研修に参加 

・ 学位研究報告書は英語で作成 

 

５．備考 

・ 前田、吉村ゼミは、（小学校）外国語教育をテーマとする院生のみを受け入れる。 

・ 実習校、メンターは直接交渉して決定する。（初任院生） 

・ 修了後も希望があれば授業実践についてのアドバイス等支援を継続して行う。 

・ 将来的にゼミ修了生を中心に外国語教育に関わる研究会を組織する。 

・ 現在のカリキュラム上の位置づけ 

実習、課題研究、実践理論研究以外は他の院生同様に履修した上で、 

  ゼミ（課題研究）は上で述べたように行う 

  実習は、課題探究実習、解決実習ともに B とする（特支コースが免許のために別
立てしているのと同様、外国語教育実践力向上に特化） 

  上記のゼミ内の様々な活動は全て実践理論研究としてエントリーする 

  外国語教育以外に、力量形成が見込めそうな特別支援教育も同様の柱として先鋭
化する 

  これまでの院生のニーズ（ジェネラリスト希望？）には現在と同じカリキュラムで
対応 

 

６．大学院改組への見通し 

・ 「ジェネラリストプログラム」と「スペシャリストプログラム」との並存？（共通部分
は共通５領域の最低単位と実習の枠組み（10 単位）のみ） 

・ ジェネラリストプログラム：これまでの教職大学院カリキュラムとほぼ同じ（ただし、
教科教育関連授業もいくらか受講） 

・ スペシャリストプログラム： 

  共通 5 領域は必要最小限の履修 

  演習・研究科目、実習の枠組みは同じだが、内容・方法及び実習校は独自に設定 

  小学校外国語教育、特別支援教育（通常学校・学級での指導も含む）、理数教育（、
GIGA スクール？）程度に限定（それ以外は高度な力量形成が本当に可能かどうか
を検討） 

  スペシャリストプログラム担当教員は、ジェネラリストプログラムを原則として
担当しない（ただし、プログラム受講生がいない場合は別） 

・ カリキュラムフレームワーク： 

  ジェネラリストプログラムはこれまでと同じ（特別支援教育コース部分は削除） 

  スペシャリストプログラムはコアスタンダード＋独自のスタンダードを作成 
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小学校教員及び特別支援学校教員に求められる特別支援教育力養成特別ゼミ（特別支援教育特別ゼミ）概要 

（担当：特別支援教育コース担当教員、粕谷、山本） 

 

１． 目的：奈良県における喫緊の課題の一つに挙げられている小学校や特別支援学校における特別支援

教育（教育的ニーズのある児童に対する適切な指導と必要な支援）に焦点化して、高度で実践的な教育

力を養う。 

 

２． 対象：奈良県小学校及び特別支援学校教員採用試験合格者のうち、上記1の目的に示す教育力の修

得を希望する者。なお、特別支援教育コースを選択する学部卒院生や現職教員院生の参加を妨げるもの

ではない。 

  

３． 修得が期待できる専門性 

(1) インクルーシブ教育システムの理念及びその構築に関わる現状と課題について理解する。 

  (2) 児童生徒の教育的ニーズを複合領域(例えば、教育学、医学、心理学等)の知識や技術を用いて理解

する。 

(3) 個々の教育的ニーズから適切な指導のための方針を立て、指導実践に活用することができる。 

 (4) 学校内外の支援システムや専門機関と連携することの重要性を理解し、専門家と課題解決のための

方針を立て、的確な説明ができる。 

  (5)  保護者との良好なパートナーシップを築くことができる。 

 (6) 他の児童生徒が支援を受ける児童生徒を正しく理解することができる。 

 

４． 提供できる内容 

 ・奈良県における特別支援教育にかかる優れた取り組みを行っている小学校や特別支援学校における各実

習 

 ・通常のゼミに加えて担当者による定期的な指導（隔週に1度程度）と相談への対応 

・教育や福祉現場・専門機関等への訪問観察及び特別授業 

・奈良教育大学特別支援教育研究センターとの連携による学びの機会 

・奈良県教育委員会や教育研究所との連携による学びの機会 

 

５． 備考 

 ・2年間の履修モデルを示す。 
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コース

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位
①ESD−SDGsの理
論と実践

2

①教育課程の開発
と改善

2

②指導と評価の一体
化

2

②道徳教育の理論と
実践

2

③生徒指導と⼦ど
もの心

2

③発達理論と教育実
践

2

④学級経営の基礎・
基本

2

⑤教師の発達とキャ
リア教育

2

5 5

遠隔教育実践演習 2
デジタル教材作成演
習

2

研究
科目

2 2

ESDと総合的な学
習の時間特講

2

ESDカリキュラムマ
ネジメント

2

ESDと地域創生 2
SDGsフィールド
ワーク

2

郷土教育・総合学習
の理論と実践

2

教科内容と教材開発
（〇〇）

2

18 19 2 7

全修得単位数 46

課題研究Ⅱ

履修
時期

履修モデル（S-①（ESDに関わる高度な実践力を身に付ける場合））

学期ごとの修得単位数

年次ごとの修得単位数 37 9

専攻共
通科目

（丸数
字は共
通五領
域の領
域番
号）

実習
科目

演習
科目

専門
科目

課題探求実習 課題解決実習Ａ

課題研究Ⅰ

１年次前期 １年次後期 ２年次前期 ２年次後期

学校教育マネジメントコース
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コース

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位
①ESD−SDGsの理
論と実践

2

①特別支援教育の教
育課程論

2

②道徳教育の理論と
実践

2

②ユニバーサルな授
業デザイン

2

③発達理論と教育実
践

2

③発達障害児の理解
と支援

2

④特別支援教育と学
校・学級経営論

2

⑤学校危機管理論 2
⑤インクルーシブ教
育原論

2

5 5

遠隔教育実践演習 2
デジタル教材作成演
習

2

研究
科目

2 2

AD児・ADHD児の
理解と支援

2

特別支援教育の生
理・病理

2

重度障害児の理解と
支援

2

特別支援アセスメン
ト事例研究

2

特別支援教育コー
ディネーター論

2

特別支援のシステム
論

2

特別支援教育の心理
学

2

自閉症児の理解と支
援

2

ESDと地域創生 2

14 23 6 11

全修得単位数 54

専攻共
通科目

（丸数
字は共
通五領
域の領
域番
号）

実習
科目

課題探求実習 課題解決実習 Ｂ

演習
科目

課題研究Ⅰ 課題研究Ⅱ

専門
科目

学期ごとの修得単位数

年次ごとの修得単位数 37 17

履修モデル（S-②（インクルーシブ教育に関わる高度な実践力を身に付ける場合））
教育発達支援コース

履修
時期

１年次前期 １年次後期 ２年次前期 ２年次後期
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コース

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位
①ESD−SDGsの理
論と実践

2

①教育課程の開発と
改善

2

②指導と評価の一体
化

2

②道徳教育の理論と
実践

2

②ユニバーサルな授
業デザイン

2

③生徒指導と⼦ども
の心

2

④学級経営の基礎・
基本

2

⑤学校危機管理論 2
5 5

へき地学校実習 2
デジタル教材作成演
習

2

STEAM教育演習 2
授業力基礎演習 2

研究
科目

2 2

ESDとしての教育実
践（理数・生活科学
領域）

2

教科の原理と授業づ
くり（理科）

2

ICTを含む授業実践
（理科）

2

教科内容と教材開発
（理科・地学分野） 2

教科内容と教材開発
（理科・生物分野） 2

体系的なプログラミ
ング教育

2

14 23 2 9

全修得単位数 48

専攻共
通科目

（丸数
字は共
通五領
域の領
域番
号）

実習
科目

課題探求実習Ａ 課題解決実習Ａ

演習
科目

課題研究Ⅰ 課題研究Ⅱ

専門
科目

学期ごとの修得単位数

年次ごとの修得単位数 37 11

履修モデル（S-③（教科等指導に関わる高度な実践力を身に付ける場合））
教科教育コース（主に理数・生活科学領域を身に付ける場合）

履修
時期

１年次前期 １年次後期 ２年次前期 ２年次後期
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コース

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位
①ESD−SDGsの理
論と実践

2

①教育課程の開発
と改善

2

②指導と評価の一体
化

2

②道徳教育の理論と
実践

2

③発達理論と教育実
践

2

④学校組織とアカウ
ンタビリティ

2

⑤教師の発達とキャ
リア教育

2

⑤学校危機管理論 2
5 5

遠隔教育実践演習 2
授業力応用演習 2

研究
科目

2 2

学校教育の情報化特
論

2

教育のためのデー
タサイエンス

2

体系的なプログラ
ミング教育

2

授業支援ツールを活
用した授業設計

2

カリキュラム・マ
ネジメント実践論

2

学級・学校づくり
と特別活動

2

14 23 2 7

全修得単位数 46

専攻共
通科目

（丸数
字は共
通五領
域の領
域番
号）

実習
科目

課題探求実習（免除可） 課題解決実習Ａ

演習
科目

課題研究Ⅰ 課題研究Ⅱ

専門
科目

学期ごとの修得単位数

年次ごとの修得単位数 37 9

履修モデル（G-①（ICTに関わる高度な実践力を身に付ける場合））
学校教育マネジメントコース

履修
時期

１年次前期 １年次後期 ２年次前期 ２年次後期
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コース

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位
①ESD−SDGsの理論
と実践

2

①特別支援教育の教
育課程理論

2

②ユニバーサルな授
業デザイン

2

③生徒指導と⼦ども
の心

2

③発達理論と教育実
践

2

③発達障害児の理解
と支援

2

④特別支援教育と学
校・学級経営

2

⑤インクルーシブ教
育原論

2

5 5

デジタル教材作成演
習

2

授業力応用演習 2

研究
科目

2 2

学校教育と心理学 2
教育と臨床 2

⼦どもの発達の理論
と実践

2

学級集団と心理学 2
教育支援と⼦どもの権
利

2

ESDカリキュラムマネ
ジメント

2

18 17 4 7

全修得単位数 46

専攻共
通科目

（丸数
字は共
通五領
域の領
域番
号）

実習
科目

課題探求実習（免除可） 課題解決実習Ａ

演習
科目

課題研究Ⅰ 課題研究Ⅱ

専門
科目

学期ごとの修得単位数

年次ごとの修得単位数 35 11

履修モデル（G-②（生徒指導、カウンセリングに関わる高度な実践力を身に付ける場合））
学校教育マネジメントコース

履修
時期

１年次前期 １年次後期 ２年次前期 ２年次後期
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コース

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位
①ESD−SDGsの理
論と実践

2

①教育課程の開発
と改善

2

②指導と評価の一体
化

2

②道徳教育の理論と
実践

2

③発達理論と教育実
践

2

④学級経営の基礎・
基本

2

④学校組織とアカウ
ンタビリティ

2

⑤学校危機管理論 2
5 5

デジタル教材作成演
習

2

STEAM教育演習 2
授業力応用演習 2

研究
科目

2 2

ESDとしての教育実
践（芸術・保健体育
領域）

2

教科の原理と授業づ
くり（音楽）

2

ICTを含む授業実践
（音楽）

2

教科内容と教材開
発（鑑賞・創作）

2

教科内容と教材開発
（表現領域・声楽）

2

ESDと総合的な学
習の時間特講

2

18 19 4 7

全修得単位数 48

専攻共
通科目

（丸数
字は共
通五領
域の領
域番
号）

実習
科目

課題探求実習（免除可） 課題解決実習Ａ

演習
科目

課題研究Ⅰ 課題研究Ⅱ

専門
科目

学期ごとの修得単位数

年次ごとの修得単位数 37 11

履修モデル（G-③（教科等指導に関わる高度な実践力を身に付ける場合））
教科教育コース（主に芸術・保健体育領域を身に付ける場合）

履修
時期

１年次前期 １年次後期 ２年次前期 ２年次後期
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１
前

１
後

２
前

２
後

３
前

３
後

４
前

４
後

応
用
的
・
発
展
的
な
学
び

応
用
的
・
発
展
的
な
学
び

専

修

専

門

科

目

（

学

校

教

育

）

特

色

プ

ロ

グ

ラ

ム

資

格

取

得

プ

ロ

グ

ラ

ム

専

修

専

門

科

目

（

各

教

科

）

卒

業

論

文

特

色

プ

ロ

グ

ラ

ム

資

格

取

得

プ

ロ

グ

ラ

ム

卒

業

論

文

学
校
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
Ⅰ

（
学
校
体
験
活
動
）

教育実習事前指導

教育実習

教育実習事
後指導

応用教育実習
（選択履修）

教職実践演習

保
育
士
基
礎
科
目

教
育
基
礎
論

教
育
・
保
育
と

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

教
育
心
理
学

保
育
内
容
総
論

教育実習
スタートアップ
（実習参観）

幼
児
理
解

初年次教育

領
域
に
関
す
る
専
門
的
事
項

現代教師論
（附属学校訪問）

（⺟校［恩師］訪問）

専
修
基
礎
ゼ
ミ

大
学
で
の

学
び
入
門

保
育
内
容
の
指
導
法

（
環
境
Ⅱ
）

保
育
内
容
の
指
導
法

（
環
境
Ⅰ
）

保
育
内
容
の
指
導
法

（
人
間
関
係
）

（１） 幼稚園教員養成カリキュラム・マップ

教
育
社
会
学

教
育
経
営
行
政
論

保
育
内
容
の
指
導
法

（
言
葉
）

保
育
内
容
の
指
導
法

（
造
形
表
現
）

保
育
内
容
の
指
導
法

（
音
楽
表
現
）

特
別
支
援
教
育
論

保
育
内
容
の
指
導
法

（
健
康
）

学
校
フ
ィ
ー
ル
ド

演
習
Ⅱ

（
学
校
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
）

教
育
方
法
論
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１
前

１
後

２
前

２
後

３
前

３
後

４
前

４
後

応
用
的
・
発
展
的
な
学
び

応
用
的
・
発
展
的
な
学
び

専

修

専

門

科

目

（

学

校

教

育

）

特

色

プ

ロ

グ

ラ

ム

資

格

取

得

プ

ロ

グ

ラ

ム

専

修

専

門

科

目

（

各

教

科

）

卒

業

論

文

特

色

プ

ロ

グ

ラ

ム

資

格

取

得

プ

ロ

グ

ラ

ム

卒

業

論

文

学
校
ﾌ
ｨｰ

ﾙ
ド
演
習
Ⅰ

（
学
校
体
験
活
動
）

教育実習事前指導

教育実習

教育実習事
後指導

応用教育実習
（選択履修）

教職実践演習

教育実習
スタートアップ
（実習参観）

初年次教育

現代教師論
（附属学校訪問）

（⺟校［恩師］訪問）

専
修
基
礎
ゼ
ミ

大
学
で
の

学
び
入
門

介
護
等
体
験

教
育
基
礎
論

教
育
社
会
学

教
育
経
営
行
政
論

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論

教
育
心
理
学

教
育
相
談
・
進
路
指
導

（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
含
む
）

特
別
支
援
教
育
論

教
育
方
法
論

板
書
実
践
指
導

道
徳
教
育
の

理
論
と
方
法

特別活動の
理論と方法

初
等
教
科
教
育
法

小
学
校
教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

（２） 小学校教員養成カリキュラム・マップ

生
徒
指
導
・

キ
ャ
リ
ア
教
育

総合的な学習の
時間の指導法

学
校
フ
ィ
ー
ル
ド

演
習
Ⅱ

（
学
校
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
）
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１
前

１
後

２
前

２
後

３
前

３
後

４
前

４
後

応
用
的
・
発
展
的
な
学
び

応
用
的
・
発
展
的
な
学
び

専

修

専

門

科

目

（

学

校

教

育

）

特

色

プ

ロ

グ

ラ

ム

資

格

取

得

プ

ロ

グ

ラ

ム

専

修

専

門

科

目

（

各

教

科

）

卒

業

論

文

特

色

プ

ロ

グ

ラ

ム

資

格

取

得

プ

ロ

グ

ラ

ム

卒

業

論

文

学
校
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
Ⅰ

（
学
校
体
験
活
動
）

教育実習事前指導

教育実習

教育実習事
後指導

応用教育実習
（選択履修）

教職実践演習

教育実習
スタートアップ
（実習参観）

初年次教育

現代教師論
（附属学校訪問）

（⺟校［恩師］訪問）

専
修
基
礎
ゼ
ミ

大
学
で
の

学
び
入
門

☆
介
護
等
体
験

教
育
基
礎
論

教
育
社
会
学

教
育
経
営
行
政
論

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論

教
育
心
理
学

生
徒
指
導
・

キ
ャ
リ
ア
教
育

教
育
相
談
・
進
路
指
導

（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
含
む
）

教
育
方
法
論

板
書
実
践
指
導

☆
道
徳
教
育
の

理
論
と
方
法

特別活動の
理論と方法

中
学
校
教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

中
等
教
科
教
育
法

Ⅰ
～
Ⅳ

☆は高等学校のみの場合は不要

（３） 中学校・高等学校教員養成カリキュラム・マップ

特
別
支
援
教
育
論

総合的な学習の
時間の指導法

複
合
科
目

学
校
フ
ィ
ー
ル
ド

演
習
Ⅱ

（
学
校
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
）
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１
前

１
後

２
前

２
後

３
前

３
後

４
前

４
後

応
用
的
・
発
展
的
な
学
び

応
用
的
・
発
展
的
な
学
び

専

修

専

門

科

目

（

特

別

支

援

教

育

）

特

色

プ

ロ

グ

ラ

ム

資

格

取

得

プ

ロ

グ

ラ

ム

特

色

プ

ロ

グ

ラ

ム

資

格

取

得

プ

ロ

グ

ラ

ム

卒

業

論

文

学
校
フ
ィ
ー
ル
ド
演
習
Ⅰ

（
学
校
体
験
活
動
）

教育実習事前指
導

教育実習

教職実践演習

教育実習
スタート
アップ

（実習参
観）

初年次教育

現代教師論
（附属学校訪問）

（⺟校［恩師］訪問）

専
修
基
礎
ゼ
ミ

大
学
で
の

学
び
入
門

介
護
等
体
験

教
育
基
礎
論

教
育
社
会
学

教
育
経
営
行
政
論

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論

教
育
心
理
学

教
育
相
談
・
進
路
指
導

（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
を
含
む
）

総合的な学
習の時間の

指導法

教
育
方
法
論

板
書
実
践
指
導

道
徳
教
育
の

理
論
と
方
法

特別活動の
理論と方法

中
学
校
教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

中
等
教
科
教
育
法

Ⅰ
～
Ⅳ

初
等
教
科
教
育
法

小
学
校
教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

教育実習
事後指導

知的障害指導法実習

特別支援教育実習

重複障害教育の理論と実際

特
別
支
援
教
育

原
論

発
達
障
害
の
心
理
学

知
的
障
害
の
医
学

病
弱
児
の

医
学
と
心
理

視
覚
障
害
児
の
教
育

知
的
障
害

教
育
方
法

肢
体
不
自
由
の

医
学
と
心
理

聴
覚
障
害
児
の
教
育

肢
体
不
自
由

教
育
方
法

発
達
障
害
の

理
解
と
対
応

病
弱
教
育
方
法

（４） 特別支援学校教員養成カリキュラム・マップ

特
別
支
援
教
育
論

生
徒
指
導
・

キ
ャ
リ
ア
教
育

複
合
科
目
（
中
学
校
の
み
）

学
校
フ
ィ
ー
ル
ド

演
習
Ⅱ

（
学
校
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
）
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本学教育学部との接続

専 攻 専 修

教育発達 教育学

心理学

幼年教育

特別支援教育

教科教育 国語教育

社会科教育

数学教育

理科教育

音楽教育

美術教育

保健体育

家庭科教育

技術教育

英語教育

伝統文化教育 書道教育

文化遺産教育

学校教育マネジメントコース

学校組織マネジメント

学級づくり・特別活動マネジメント

ESDマネジメント

教育情報化マネジメント

教育発達支援コース

生徒指導・学校カウンセリング

幼年教育

インクルーシブ教育

教科教育コース

言語・社会科学

理数・生活科学

芸術・保健体育

教育学部 学校教育教員養成課程 専門職学位課程 教職開発専攻

伝統文化（書道を含む）教育・国際理解教育専修

修士課程 伝統⽂化教育・国際理解教育専攻

全専修より

全専修より
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教職大学院への移行に伴う業績審査についての申し合わせ（案） 

 

令和○年○月○日 

制      定 

 

すでに教育学部もしくは修士課程を担当する者が教職大学院の指導教員となる場合については、

１．を有し、２．又は３．を満たすことを審査基準とする。ただし、４．を満たす場合は、２．及

び３．を満たすものとする。 

 

１． 学校実践に関わる研究成果等の活字業績を１点以上有すること。 

幼稚園，小学校，中学校，義務教育学校，高等学校，中等教育学校，特別支援学校等（以下「初

等中等教育の学校」という。）での教育実践に関わる活字業績，幼児児童生徒等を主な研究対象

とした活字業績，または幼稚園教育要領，学習指導要領の範疇の内容に関する指導法や教材研究

に関する活字業績を有すること。 

著書、学術論文等（国際学術雑誌、学会機関誌、研究報告等）、教育実践記録等（研究紀要、研

究集録、研究レポート、実践レポート、教育論文、研究会での研究発表や実践発表などをまとめ

たもの等）、その他教育関係雑誌のコラム、初等中等教育の学校向けの教科書等の教材、大学の教

職課程での使用を想定した教科や教職に関する教科書等の教材、報告書、e-book 等で活字化して

刊行されているものが該当する（「奈良教育大学教員のための研修プログラム」C-1 相当に該当す

るものを含む）。 

 

２． 教育実践に関する授業等を担当した経験を有すること。 

修士課程「学校教育実践」、学部「教職実践演習」、教育実習への参画等が該当する。 

 

３． 学校教育に関わる社会貢献等の実績を有すること。 

学校現場教員に対する支援（奈良県「若手教員研修」等）、保育等で幼児・児童生徒への支援、

大学授業への附属学校園教員の招聘、フレンドシップ事業への参画、学校現場教員を対象とする

公開講座、教員免許状更新講習、出前授業、公共性の高いシンポジウム、パネル討論、教員の認

定講習会、学校教育改善を検討する等の国・地域の審議会委員、カウンセリング、コンサルテー

ション、附属学校園研究大会への参加、地域・教育連携室を通じての依頼等が該当する（「奈良教

育大学教員のための研修プログラム」B-1 相当に該当するものを含む）。 

 

４．初等中等教育の学校（教員委員会等を含む。）での教職経験を有すること。 

 

附 則 

１．この申し合わせは、令和○年○月○日から実施する。 
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○国立大学法人奈良教育大学教員の就業に関する規則

(目的)

第1条 この規則は、「国立大学法人奈良教育大学教職員就業規則」(平成16年奈良

教育大学規則第43号。以下「教職員就業規則」という。)第3条第2項の規定に基

づき、教員についての採用・懲戒等に関する事項を規定することを目的とする。

(適用範囲)

第2条 この規則は、次の各号に掲げる教員に適用する。

一 教授、准教授、専任講師、助教及び助手(以下「大学教員」という。)

二 附属学校の校長、園長、教頭、主幹教諭、教諭、養護教諭及び栄養教諭(以

下「附属学校教員」という。)

(選考方法)

第3条 大学教員の採用及び昇任の選考基準は、教育研究評議会の議を経て、学長

が定める。

2 前項の基準による選考は、教育研究評議会の議を経て、学長が行う。

3 教育研究評議会は、前項の審議を行うに当たり、教授会の議を経なければなら

ない。

4 附属学校教員の採用及び昇任の選考は、学長が行う。

(配置換)

第4条 教員は、原則として教員以外の職種への配置換は行わない。

2 大学教員は教育研究評議会の審査の結果によるのでなければ、その意に反して

配置換を命ぜられることはない。

3 教育研究評議会は、前項の審査を行うに当たって、次の各号に掲げる手続を経

なければならない。

一 審査を受ける者に対し、審査の事由を記載した説明書を交付すること。

二 審査を受ける者が前号の説明書を受領した後14日以内に請求した場合、その

者に対し、口頭又は書面で陳述する機会を与えること。

三 必要があると認めるときは、参考人の出頭を求め、又はその意見を徴するこ

と。

4 前項に規定するもののほか、第2項の審査に関し必要な事項は、教育研究評議会

が定める。

(休職の期間)

第5条 大学教員が心身の故障のため長期の休養を要する場合の休職の期間につい

ては、個々の場合について、教育研究評議会が定める。

2 附属学校教員の休職の期間は、結核性疾患のため長期の休養を要する場合の休

職においては、満2年とし、特に必要があると認めるときは、予算の範囲内でそ

の休職の期間を満3年まで延長することができる。

3 前項の規定による休職者には、その休職の期間中、給与の全額を支給する。

(降任及び解雇)

第6条 大学教員は、教育研究評議会の審査の結果によるのでなければ、その意に

反して降任又は解雇されることはない。

(平成16年4月1日規則第44号)
改正 平成19年3月23日規則第37号 平成20年5月23日規則第52号

平成27年3月27日規則第28号 令和3年3月26日規則第21号
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2 前項の審査は、第4条第2項及び同条第3項の規定を準用する。

(定年)

第7条 大学教員の定年は、教職員就業規則第21条第3項の規定に基づき、満65歳と

する。

(懲戒)

第8条 大学教員は、教育研究評議会の審査の結果によるのでなければ懲戒処分を

受けることはない。

2 前項の審査は、第4条第2項及び同条第3項の規定を準用する。

(勤務成績の評価)

第9条 大学教員の勤務成績の評価及び評価の結果に応じた措置は、教育研究評議

会の議により学長が定める基準に基づき、学長が行う。

(研修の機会)

第10条 大学教員及び附属学校教員には、研修を受ける機会が与えられなければな

らない。

2 大学教員及び附属学校教員は、教育研究に支障のない限り、学長の承認を受け

て、勤務場所を離れて研修を行うことができる。

3 大学教員及び附属学校教員は、現職のままで、長期にわたる研修を受けること

ができる。

(附属教員の研修)

第11条 附属中学校、附属小学校及び附属幼稚園の教員は、初任者研修及び中堅教

諭等資質向上研修を受けるものとする。

2 前項の研修の実施に関しては国立大学法人奈良教育大学研修規則(平成16年奈良

教育大学規則第59号)に定める。

(大学院修学休業)

第12条 附属学校の教員は、許可を受けて3年以内の期間、大学院の課程等に在学

してその課程を履修するために休業することができる。

2 前項の休業の期間については、給与を支給しない。

附 則

この規則は、平成16年4月1日から施行する。

附 則(平成19年3月23日規則第37号)

この規則は、平成19年4月1日から施行する。

附 則(平成20年5月23日規則第52号)

この規則は、平成20年5月23日から施行し、平成20年4月1日から適用する。

附 則(平成27年3月27日規則第28号)

この規則は、平成27年4月1日から施行する。

附 則(令和3年3月26日規則第21号)

この規則は、令和3年4月1日から施行する。
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フリガナ

氏名

1 教授 粕谷
ｶｽﾔ

　貴志
ﾀｶｼ

生徒指導と子どもの心※
課題探求実習
課題解決実習Ａ
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

2 教授  河﨑
ｶﾜｻｷ

　智恵
ﾄﾓｴ

生徒指導と子どもの心※
教師の発達とキャリア教育
課題探求実習
課題解決実習Ａ
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

3 教授 中井
ﾅｶｲ

　隆
ﾀｶ

司
ｼ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
教師の成長と授業研究
教科の原理と授業づくり（保健体育）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

4 准教授  北川
ｷﾀｶﾞﾜ

　剛司
ﾀｹｼ

指導と評価の一体化
課題探求実習
課題解決実習Ａ
へき地学校実習
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

5 教授 赤沢
ｱｶｻﾞﾜ

　早人
ﾊﾔﾄ

カリキュラム・マネジメント実践論※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

6 教授 石井
ｲｼｲ

　俊行
ﾄｼﾕｷ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
教科の原理と授業づくり（理科）
教科内容と教材開発（理科：物理分野）※
教科内容と教材開発（理科：化学分野）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

7 教授 石田
ｲｼﾀﾞ

　正樹
ﾏｻｷ

教科の原理と授業づくり（理科）※
教科内容と教材開発（理科：生物分野）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

8 教授 板橋
ｲﾀﾊﾞｼ

　孝幸
ﾀｶﾕｷ

ESDと郷土教育・総合学習
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

9 教授 市来
ｲﾁｷ

　百合子
ﾕﾘｺ

生徒指導と子どもの心※
学校臨床の理論と実践
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

10 教授 伊藤
ｲﾄｳ

　剛和
ﾀｹｶｽﾞ

遠隔教育実践演習
学校教育の情報化特論
体系的なプログラミング教育
授業支援ツールを活用した授業設計
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

11 教授 伊藤
ｲﾄｳ

　直治
ﾅｵﾊﾙ

ICTを含む授業実践（算数・数学）※
教科内容と教材開発（コンピュータ・応用数学）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

12 教授 宇田
ｳﾀﾞ

　秀士
ﾋﾃﾞｼ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
教科の原理と授業づくり（図画工作・美術）※
教科内容と教材開発＜絵画分野・絵に表す−平面的な造形表現＞※
教科内容と教材開発＜工芸分野・デザイン分野・工作に表す−用途のある造形表現＞※
教科内容と教材開発＜彫刻分野・立体に表す・造形遊び−立体的な造形表現＞※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

13 教授 笠
ｶｻ

次
ﾅﾐ

　良
ﾘｮｳ

爾
ｼﾞ

ICTを含む授業実践(保健体育)※
教科内容と教材開発（運動領域）※
教科内容と教材開発（保健領域）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

14 教授 梶原
ｶｼﾞﾜﾗ

　篤
ｱﾂｼ

教科の原理と授業づくり（理科）※
教科内容と教材開発（理科：化学分野）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

15 教授 片岡
ｶﾀｵｶ

　弘勝
ﾋﾛｶﾂ

地域とつくる学校
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

16 教授 門田
ｶﾄﾞﾀ

　守
ﾏﾓﾙ

教科内容と教材開発（テキストをスピーキングに活かす）
教科内容と教材開発（テキストをライティングに活かす）
教科内容と教材開発（英文法指導）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

17 教授  川﨑
ｶﾜｻｷ

　謙一郎
ｹﾝｲﾁﾛｳ

ICTを含む授業実践（算数・数学）※
教科内容と教材開発 (代数)※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

18 教授 越野
ｺｼﾉ

　和之
ｶｽﾞﾕｷ

特別支援教育の教育課程論※
特別支援教育と学校・学級経営
課題探求実習
課題解決実習Ｂ（特別支援教育）
重度障害児の理解と支援
特別支援教育アセスメント事例研究※
特別支援教育コーディネーター論※
特別支援教育のシステム論
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

担当授業科目の名称

専 任 教 員 が 担 当 す る 授 業 科 目 一 覧

職位
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氏名
担当授業科目の名称職位

19 教授  今
ｺﾝ

　正秀
ﾏｻﾋﾃﾞ

教科の原理と授業づくり（社会）※
教科内容と教材開発（社会・地理歴史Ⅰ）※
教科内容と教材開発（社会・地理歴史Ⅱ）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

20 教授  近藤
ｺﾝﾄﾞｳ

　裕
ﾕﾀｶ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
教科の原理と授業づくり（算数・数学）※
ICTを含む授業実践（算数・数学）※
教科内容と教材開発（解析）※
教科内容と教材開発 (代数)※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

21 教授  佐藤
ｻﾄｳ

　臨太郎
ﾘﾝﾀﾛｳ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
教科の原理と授業づくり（英語）
教科内容と教材開発（テキストをスピーキングに活かす）※
教科内容と教材開発（テキストをライティングに活かす）※
教科内容と教材開発（英文法指導）※
ICTを含む授業実践（小学校外国語・英語）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

22 教授  杉山
ｽｷﾞﾔﾏ

　薫
ｶｵﾙ

教科の原理と授業づくり（家庭科）※
ICTを含む授業実践（家庭科）※
教科内容と教材開発（生活科学基礎実験領域）※
教科内容と教材開発（健康生活領域）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

23 教授 全
ｾﾞﾝ

（趙
ﾁｮｳ

）有
ﾕ

耳
ｲ

発達障害児の理解と支援※
特別支援教育の生理・病理
特別支援教育アセスメント事例研究※
特別支援教育コーディネーター論※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

24 教授  髙橋
ﾀｶﾊｼ

　豪
ﾋﾃﾞﾞ

仁
ｻﾄ

ICTを含む授業実践(保健体育)※
教科内容と教材開発（体育理論領域）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

25 教授  竹内
ﾀｹｳﾁ

　晋平
ｼﾝﾍﾟｲ

教科の原理と授業づくり（図画工作・美術）※
ICTを含む授業実践（図画工作・美術）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ
ESDとしての教育実践（芸術・保健体育領域）※

26 教授  立松
ﾀﾃﾏﾂ

　麻衣子
ﾏｲｺ

教科の原理と授業づくり（家庭科）※
ICTを含む授業実践（家庭科）※
教科内容と教材開発（生活デザイン領域）※
教科内容と教材開発（健康生活領域）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

27 教授 棚橋
ﾀﾅﾊｼ

　尚子
ﾋｻｺ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
教科の原理と授業づくり（国語）※
ICTを含む授業実践（国語）
教科内容と教材開発（古典文学）Ⅰ※
教科内容と教材開発（古典文学）Ⅱ※
教科内容と教材開発（近代文学）Ⅰ※
教科内容と教材開発（近代文学）Ⅱ※
教科内容と教材開発（音声言語）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

28 教授 辻野
ﾂｼﾞﾉ

　亮
ﾘｮｳ

教科内容と教材開発（理科：生物分野）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

29 教授 常田
ﾂﾈﾀ

　琢
ﾀｸ

ICTを含む授業実践（理科）※
教科内容と教材開発（理科：物理分野）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

30 教授 出口
ﾃﾞｸﾞﾁ

　拓彦
ﾀｸﾋｺ

学級集団と心理学
学級集団のアクションリサーチ
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

31 教授 中村
ﾅｶﾑﾗ

　元彦
ﾓﾄﾋｺ

教科の原理と授業づくり（理科）※
教科内容と教材開発（理科：物理分野）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

32 教授 西田
ﾆｼﾀﾞ

　慎
ﾏｺﾄ

教科の原理と授業づくり（社会）※
教科内容と教材開発（社会・地理歴史Ⅰ）※
教科内容と教材開発（社会・地理歴史Ⅱ）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

33 教授 根田
ﾈﾀﾞ

　克彦
ｶﾂﾋｺ

ICTを含む授業実践（社会）※
教科内容と教材開発（社会・地理歴史Ⅰ）※
教科内容と教材開発（社会・地理歴史Ⅱ）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

34 教授 日高
ﾋﾀﾞｶ

　佳紀
ﾖｼｷ

教科の原理と授業づくり（国語）※
ICTを含む授業実践（国語）※
教科内容と教材開発（近代文学）Ⅰ
教科内容と教材開発（近代文学）Ⅱ
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

35 教授 廣瀬
ﾋﾛｾ

　聡
ﾄｼ

弥
ﾔ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
幼小連携・接続の理論と実践の展開
幼年教育の理論と実践
魅力ある幼稚園・保育所・こども園等の運営
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ
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36 教授 藤井
ﾌｼﾞｲ

　智康
ﾄﾓﾔｽ

教科の原理と授業づくり（理科）※
教科内容と教材開発（理科：地学分野）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

37 教授 古田
ﾌﾙﾀ

　壮
ﾀｹ

宏
ﾋﾛ

遠隔教育実践演習
学校教育の情報化特論
体系的なプログラミング教育
授業支援ツールを活用した授業設計
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

38 教授 薮
ﾔﾌﾞ

　哲郎
ﾃﾂﾛｳ

教科の原理と授業づくり（技術）※
ICTを含む授業実践（技術）※
教科内容と教材開発（技術：電気情報分野）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

39 教授 山崎
ﾔﾏｻﾞｷ

　祥子
ｼｮｳｺ

ICTを含む授業実践（理科）※
教科内容と教材開発（理科：化学分野）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

40 教授 横山
ﾖｺﾔﾏ

　真貴子
ﾏｷｺ

保育・幼児教育の内容論と実践の展開
幼小連携・接続の理論と実践の展開
魅力ある幼稚園・保育所・こども園等の運営
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

41 教授 劉
ﾘｭｳ

　麟
ﾘﾝ

玉
ｷﾞｮｸ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
教科の原理と授業づくり（音楽）※
ICTを含む授業実践（音楽）※
教科内容と教材開発（鑑賞・創作）※
教科内容と教材開発(表現領域・ピアノ)※
教科内容と教材開発(表現領域・声楽)※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

42 教授 和田
ﾜﾀﾞ

　穣
ﾕﾀｶ

隆

ICTを含む授業実践（理科）※
教科内容と教材開発（理科：地学分野）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

43 教授 渡邉
ﾜﾀﾅﾍﾞ

　伸一
ｼﾝｲﾁ

教科の原理と授業づくり（社会）※
教科内容と教材開発（社会・公民Ⅰ）※
教科内容と教材開発（社会・公民Ⅱ）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

44 准教授 ｱﾑﾝﾙﾄﾞ ﾄｰﾏｽ ﾏｰﾃｨﾝ

教科内容と教材開発（テキストをスピーキングに活かす）※
教科内容と教材開発（テキストをライティングに活かす）※
教科内容と教材開発（英文法指導）※
Organizing your classroom talk and assignments effectively
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

45 准教授 有馬
ｱﾘﾏ

　義貴
ﾖｼﾀｶ

教科の原理と授業づくり（国語）※
ICTを含む授業実践（国語）※
教科内容と教材開発（古典文学）Ⅰ※
教科内容と教材開発（古典文学）Ⅱ
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

46 准教授 石井
ｲｼｲ

　僚
ﾘｮｳ

生徒指導と子どもの心※
教育と臨床
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

47 准教授 井上
ｲﾉｳｴ

　邦子
ｸﾆｺ

ICTを含む授業実践(保健体育)※
教科内容と教材開発（体育理論領域）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

48 准教授 太田
ｵｵﾀ

　満
ﾐﾂﾙ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
教科の原理と授業づくり（社会）※
ICTを含む授業実践（社会）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

49 准教授 大西
ｵｵﾆｼ

　賢治
ｹﾝｼﾞ

幼年心理の理論と保育
幼児理解を深めるための実践研究
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

50 准教授 奥田
ｵｸﾀﾞ

　喜道
ﾖｼﾐﾁ

ICTを含む授業実践（社会）※
教科内容と教材開発（社会・公民Ⅰ）※
教科内容と教材開発（社会・公民Ⅱ）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

51 准教授 梶尾
ｶｼﾞｵ

　悠
ﾕｳ

史
ｼ

教科の原理と授業づくり（社会）※
教科内容と教材開発（社会・公民Ⅰ）※
教科内容と教材開発（社会・公民Ⅱ）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

52 准教授 粕谷
ｶｽﾔ

　圭佑
ｹｲｽｹ

学級集団づくりの実践分析研究
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

53 准教授  狩野
ｶﾉ

　宏明
ﾋﾛｱｷ

ICTを含む授業実践（図画工作・美術）※
教科内容と教材開発＜絵画分野・絵に表す−平面的な造形表現＞※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

54 准教授 河本
ｺｳﾓﾄ

　大地
ﾀﾞｲﾁ

ESDと地域創生
SDGsフィールドワーク
教科内容と教材開発（社会・地理歴史Ⅰ）※
教科内容と教材開発（社会・地理歴史Ⅱ）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

55 准教授 小長谷
ｺﾅｶﾞﾔ

　達郎
ﾀﾂﾛｳ

ICTを含む授業実践（理科）※
教科内容と教材開発（理科：生物分野）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ
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56 准教授  世良
ｾﾗ

　啓太
ｹｲﾀ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
教科の原理と授業づくり（技術）※
ICTを含む授業実践（技術）※
教科内容と教材開発（技術：電気情報分野）※
教科内容と教材開発（技術：栽培分野）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

57 准教授  髙木
ﾀｶｷﾞ

　祐介
ﾕｳｽｹ

ICTを含む授業実践(保健体育)※
教科内容と教材開発（保健領域）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

58 准教授  高橋
ﾀｶﾊｼ

　亮
ﾘｮｳ

ICTを含む授業実践（算数・数学）※
教科内容と教材開発（解析）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

59 准教授 立
ﾀﾁ

　正伸
ﾏｻﾉﾌﾞ

ICTを含む授業実践(保健体育)※
教科内容と教材開発（運動領域）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

60 准教授  中川
ﾅｶｶﾞﾜ

（川﨑
ｶﾜｻｷ

）愛
ｱｲ

教科の原理と授業づくり（家庭科）※
ICTを含む授業実践（家庭科）※
教科内容と教材開発（生活デザイン領域）※
教科内容と教材開発（健康生活領域）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

61 准教授 中澤
ﾅｶｻﾞﾜ

　静男
ｼｽﾞｵ

ESD-SDGsの理論と実践
ESDカリキュラムマネジメント
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

62 准教授 中山
ﾅｶﾔﾏ

　留美子
ﾙﾐｺ

発達理論と教育実践
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

63 准教授 信川
ﾉﾌﾞｶﾜ

　正順
ﾏｻﾖｼ

ICTを含む授業実践（理科）※
教科内容と教材開発（理科：地学分野）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

64 准教授 原山
ﾊﾗﾔﾏ

　健一
ｹﾝｲﾁ

教科内容と教材開発＜工芸分野・デザイン分野・工作に表す−用途のある造形表現＞※
教科内容と教材開発＜彫刻分野・立体に表す・造形遊び−立体的な造形表現＞※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

65 准教授 舟橋
ﾌﾅﾊｼ

　友香
ﾕｶ

教科の原理と授業づくり（算数・数学）※
ICTを含む授業実践（算数・数学）※
教科内容と教材開発（確率・統計）※
教科内容と教材開発（コンピュータ・応用数学）※
教科内容と教材開発 (幾何)※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

66 准教授 北條
ﾎｳｼﾞｮｳ

（三谷
ﾐﾀﾆ

）美香
ﾐｶﾖ

代

教科の原理と授業づくり（音楽）※
ICTを含む授業実践（音楽）※
教科内容と教材開発（鑑賞・創作）
教科内容と教材開発(表現領域・ピアノ)※
教科内容と教材開発(表現領域・声楽)※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

67 准教授 堀田
ﾎｯﾀ

　千絵
ﾁｴ

特別支援教育の教育課程論※
ユニバーサルな授業デザイン
課題探求実習
課題解決実習Ｂ（特別支援教育）
へき地学校実習
特別支援教育アセスメント事例研究※
特別支援教育コーディネーター論※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

68 准教授 水野
ﾐｽﾞﾉ

　亜
ｱ

歴
ﾚｷ

教科の原理と授業づくり（音楽）※
ICTを含む授業実践（音楽）※
教科内容と教材開発（鑑賞・創作）※
教科内容と教材開発(表現領域・ピアノ)※
教科内容と教材開発(表現領域・声楽)
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

69 准教授 箕作
ﾐﾂｸﾘ

　和彦
ｶｽﾞﾋｺ

教科の原理と授業づくり（技術）※
ICTを含む授業実践（技術）※
教科内容と教材開発（技術：栽培分野）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

70 准教授 宮尾
ﾐﾔｵ

（濵砂
ﾊﾏｽﾅ

）夏姫
ﾅﾂｷ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
教科の原理と授業づくり（保健体育）※
ICTを含む授業実践(保健体育)※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

71 准教授 村上
ﾑﾗｶﾐ

　睦美
ﾑﾂﾐ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
教科の原理と授業づくり（家庭科）※
ICTを含む授業実践（家庭科）※
教科内容と教材開発（生活デザイン領域）※
教科内容と教材開発（生活科学基礎実験領域）※
教科内容と教材開発（健康生活領域）※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

72 准教授 米倉
ﾖﾈｸﾗ

　陽子
ﾖｳｺ

教科内容と教材開発（テキストをスピーキングに活かす）※
教科内容と教材開発（テキストをライティングに活かす）※
教科内容と教材開発（英文法指導）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

73 講師 富井
ﾄﾐｲ

　奈菜
ﾅﾅﾐ

実

発達障害児の理解と支援※
課題探求実習
課題解決実習Ｂ（特別支援教育）
特別支援教育アセスメント事例研究※
特別支援教育コーディネーター論※
自閉症児の理解と支援
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ
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フリガナ

氏名
担当授業科目の名称職位

74 教授 前田
ﾏｴﾀﾞ

　康二
ｺｳｼﾞ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
へき地学校実習
教科の原理と授業づくり（小学校外国語）
ICTを含む授業実践（小学校外国語・英語）
教科内容と教材開発（小学校外国語）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

75 教授 山本
ﾔﾏﾓﾄ

　敏久
ﾄｼﾋｻ

教育課程の開発と改善
課題探求実習
課題解決実習Ａ
課題解決実習Ｂ（特別支援教育）
へき地学校実習
カリキュラム・マネジメント実践論※
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

76 准教授 小﨑
ｺｻﾞｷ

　誠二
ｾｲｼﾞ

学校組織とアカウンタビリティ
課題探求実習
課題解決実習Ａ
へき地学校実習
遠隔教育実践演習
デジタル教材作成演習
学習の基盤力向上のためのICT活用演習
授業力応用演習
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

77 准教授  竹村
ﾀｹﾑﾗ

　謙
ｹﾝ

司
ｼﾞ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
遠隔教育実践演習
教育のためのデータサイエンス
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

78
特任

准教授 大西
ｵｵﾆｼ

　浩明
ﾋﾛｱｷ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
ESD-SDGsの理論と実践
ESDと総合的な学習の時間特講

79
特任

准教授 大橋
ｵｵﾊｼ

　輝雄
ﾃﾙｵ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
授業力基礎演習
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ

80
特任

准教授 柿本
ｶｷﾓﾄ

　篤子
ｱﾂｺ

授業力基礎演習
学級・学校づくりと特別活動

81
特任

准教授 阪部
ｻｶﾍﾞ

　清
ｷﾖｼ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
へき地学校実習
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ
ESDとしての教育実践（理数・生活科学領域）※

82
特任

准教授 田中
ﾀﾅｶ

　幸
ﾕｷ

臣
ｵﾐ 授業力基礎演習

学級経営実践論

83
特任

准教授 廣岡
ﾋﾛｵｶ

　敏美
ﾄｼﾐ

課題探求実習
課題解決実習Ａ
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ
ESDとしての教育実践（言語・社会科学領域）※

84
特任

准教授 米谷
ﾖﾈﾀﾆ

　幸
ﾐﾕｷ

学級経営の基礎・基本
課題探求実習
課題解決実習Ａ
へき地学校実習
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ
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○奈良教育大学教職大学院会議規則 

（平成 20 年３月 14 日規則第９号） 

（設置） 

第１条 奈良教育大学教授会規則（平成 16 年奈良教育大学規則第 201 号）第９条第２項

の規定に基づき、奈良教育大学教職大学院会議（以下「会議」という。）を置く。 

（審議事項） 

第２条 会議は、本学大学院教育学研究科専門職学位課程教職開発専攻（以下「教職大学

院」という。）に係る次の各号に掲げる事項について審議する。 

一 入学試験に関すること。 

二 教育課程の運用に関すること。 

三 授業に関すること。 

四 入学、修了、休学、退学等学籍に関すること。 

五 教育行事に関すること。 

六 学校実習に関すること。 

七 教員の人事に関すること。 

八 ファカルティ・ディベロップメントに関すること。 

九 その他教職大学院に関し必要なこと。 

（組織） 

第３条 会議は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

一 副学長（教育担当） 

二 次の各講座から互選された教員 各１人（修士課程専任教員を除く。） 

学校教育、国語教育、社会科教育、数学教育、理科教育、音楽教育、美術教育、保

健体育、技術教育、家庭科教育、英語教育、教育連携及び教職開発 

三 学長が指名する者 若干名 

（議長） 

第４条 会議に議長を置く。 

２ 議長は、委員の互選により選出する。 

（副議長） 

第５条 会議は、必要に応じて、議長を補佐する者として、副議長を置くことができる。 

２ 副議長に関して、必要な事項は、会議が別に定める。 

（会議） 

第６条 会議は、議長が招集する。 

２ 会議は、委員の３分の２以上の出席をもって成立する。 

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数の賛成をもって決し、可否同数の場合は、議長

の決するところによる。 

（専門部会） 

第７条 会議は、必要に応じて、専門部会を置くことができる。 

２ 専門部会に関して、必要な事項は、別に定める。 

（ワーキンググループ） 

-30-

資料12



第８条 会議は、設置期間限定のワーキンググループを置くことができる。 

２ ワーキンググループに関して、必要な事項は、別に定める。 

（委員以外の者の出席） 

第９条 会議は、必要に応じて委員以外の者の出席を求め意見を聴くことができる。 

（教授会等の承認） 

第 10 条 会議で決定した重要な事項は、関連する教授会附置の委員会及び教授会に諮る

ものとする。 

（事務） 

第 11 条 会議の事務は、関係各課の協力を得て、企画連携課が統括する。 

（雑則） 

第 12 条 この規則に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会議が定め

る。 

（規則の改廃） 

第 13 条 この規則の改廃は、教授会及び教育研究評議会の議を経て、学長が行う。 

附 則 

この規則は、平成 20 年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年 月 日規則第 号） 

この規則は、令和４年４月１日から施行する。 
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教職大学院の実習

教員免許をもっている校種で実施 連携協力校で実務的に“勤務”

M1 課題探求実習・・・幅広い校務経験・指導補助等⇒教育課題への気付き＋授業実践〈10時間程度：課題解決
実習の基礎となる授業力の向上を目指す〉

M2 課題解決実習・・・幅広い校務経験・指導補助等⇒教育課題の追究＋学位研究報告に関連した授業実践を
重ね、分析・検証

M1 課題探求実習：５単位：年間225時間
M2 課題解決実習：５単位：年間225時間

指導体制(各期間中6回程度訪問指導)

M1 教職開発講座の教員を中心に分担
M2 ゼミ担当教員を中心に分担

本学

奈良市立

斑鳩町立

生駒市立

大和郡山市立

天理市立

奈良県立連携協力校

研究開発連携協力校

現在：県立及び近隣市町教委とは協定済（11小、7中、6県立）⇒拡充
今後：院生の研究と親和性が高い「連携協力校」を開拓〈研究開発連携協力校〉

研究開発連携協力校

研究開発連携協力校

理論と実践の往還

深
い
学
び
を
促
す
授
業
力

⼦ども・・知的好奇心を揺さぶられ主体的な学びへ
教師・・・教育の最新事情を得る機会

実習で育みたい資質・能力
(教師像）

学
び
続
け
る
人
間
力

高
度
な
知
見
を
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
表
現
力
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